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 我々は、長距離量子通信に必要な量子中継器の実現に向けた研究を行ってい

る。これまでに、ダイヤモンド中の単一窒素空孔（NV）中心において、光子

の偏光状態の窒素核スピンへの量子テレポーテーション転写 [1]や、マイクロ

波を用いた幾何学的操作による縮退量子ビットのエコー制御を実証してきた
[2]。次なる量子中継器実現に向けた課題は、任意の量子もつれ制御をし、完

全ベル測定を行うことである。しかし、縮退量子ビットはエネルギー差を利

用した操作が出来ず、任意の量子制御および任意軸測定が不可能なため、こ

うした課題の解決が困難であった。そこで、スピンを制御するマイクロ波と

ラジオ波を2本の直交したワイヤーから印加することで偏光を作り出し、量子

制御に新たな自由度を加えて上記の課題の解決を試みてきた [3]。 

 今回我々は、NV中心の電子および核スピンの量子化軸と、マイクロ波およ

びラジオ波の偏光方向との空間関係の解析や実験の周辺技術の向上によっ

て、電子および核スピンの状態トモグラフィーの忠実度向上に成功した(図

1)。また、この結果をもとにした電子核子間の任意量子もつれの生成および

もつれ測定、そしてマイクロ波偏光を用いた幾何学的量子もつれ操作につい

ての研究成果(図2,3)を報告する。 
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